
圧力発生技術のひとつ ー ダイヤモンドアンビルセル

DACを用いた結晶構造解析用X線回折実験（左）と
測定試料の顕微鏡写真（右）
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・高圧力を用いた評価法だけでなく、私たちの
研究で必要不可欠な圧力発生セルの設計・製作
に興味のある分野の企業の方など。

常圧及び圧力下での結晶構造解析や輸送特性
の評価が可能であり、発生圧力域は高圧セルの
セットアップで選択できます。光学窓をもつ高
圧セルでは顕微鏡下での観察も可能です。

高圧物性グループ https://www.sc.niigata-u.ac.jp/sc/res/intro/HighPressure.html
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高圧力を用いた物質・材料評価
～ 圧力下で形成される新規状態の探索も含めて ～

※お問い合わせは 新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンター まで onestop@adm.niigata-u.ac.jp

荷重

ダイヤモンドアンビル：

加圧面の面積により
圧力発生域を変更できる

一般的なアンビルサイズは
最大径~3 mm, 高さ~2 mm

金属ガスケット

穴をあけて試料室とする

硬度の高いダイヤモンドを
用いた圧力発生セル

光学的に透明なため様々な
手法でその場観察が可能

物質に圧力を加えると原子間距離が縮小し、い
ずれ構造相転移や電子転移を引き起こします。
我々のグループでは、圧力誘起の超伝導転移や構
造相転移を中心に、主な手法である輸送特性の評
価やX線回折法による結晶構造解析等により圧力
下で生じる様々な現象を物性と構造の両面から調
べています。右図は、物性研究にて利用される代
表的な高圧セルの一つ「ダイヤモンドアンビルセ
ル(DAC)」(上)とDACを用いたX線回折実験(下)
の概要です。本セルでは数万気圧～数百万気圧の
圧力発生が可能です。
現在、高圧力はあらゆる研究分野で利用されて

おり*、その圧力範囲・発生方法も様々です。圧
力発生技術は、「対象物の体積圧縮」という非常
にシンプルな実験手法ですが、物質・材料の評価
から新規状態の創生まで多方面での応用が可能で
あると考えられます。

*日本高圧力学会ホームページより：
https://www.highpressure.jp/profile/outline.shtml
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